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識
に
浮
灘
來
菖
薩
的
鳶
迫
求
㊨
遷
還
却
・
…

　
　
　
　
　
　
　
一
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ヘ
へ～一

シ
一

　‘　　　ma
÷　　←＿

十

‘
、

←／

、
、

／

、
へ

＼

、

・
・
　
苧

、

へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

　
　
k
麟
嬢
菖
整
遡
慮
竃
配
給
蓼
の
挺
行
竺
縛
礫
せ
L
、
む
膓
と
を
渥
調

．
・
　
と
じ
恒
芝
皐
臨
’
蘭
ナ
る
旛
諸
方
・
策
⊥
が
邉
け
ら
れ
、
て
ゐ
る
が
、
夢
．
之
は
現
鷹
進
み
つ
、
あ
，
〉

ご
る
欝
淘
健
同
つ
て
更
に
．
磁
力
．
に
鑑
進
ぜ
ん
と
す
ゐ
も
の
で
あ
る
。
臨
六
、
債
格

　
庭
篁
は
、
雀
鋏
康
は
魑
脚
皇
羅
／
を
堅
持
し
、
雀
は
電
力
．
低
位
に
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
さ
　

シ
　
　
　
　
　
　

ヤ
テ
　
ら
ト
ィ
　
　
へ
　
　
そ
ニ

ロ
灘
縦
熱
舞
餉
灘
鯵
雛
ぷ
↑
慧
㌶
§
ぜ
認
曇
一
．

　
　
　
メ
併
：
流
逼
．
直
程
ふ
捧
嚢
纏
、
費
及
利
潤
ρ
遭
正
化
ヲ
遍
ル
モ
《
脅

　
　
と
し
、
庄
崖
原
債
・
低
護
冠
　
　
・
　
　
　
’
，
趣

　
　
　
統
一
原
債
計
⊇
算
制
度
タ
割
設
ス
ル
、
．
　
難
　
　
・
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
封
日
誌
係
暢
賓
ソ
原
警
；
・
『
ハ
合
、
摯
的
比
汝
．
香
警
於
デ
自
、
苓
ノ
債
裕
鷺

　
　
　
穆
卜
竺
ナ
ラ
ジ
込
ル
．
如
ク
考
璽
ル
メ
筆
者
註
、
．
此
φ
合
・
篇
比
鞍
基
礎
　
．

　
　
　
に
於
て
と
い
ふ
ζ
ξ
は
白
本
の
憤
櫛
竺
◎
o
と
し
、
涌
批
ゐ
堰
婁
・
一
六

　
　
　
〇
と
オ
る
麺
き
比
敦
蕎
誕
、
に
於
そ
水
挙
を
同
、
一
な
ら
し
め
る
ピ
い
，
ふ
の
で
あ
、
’

　
　
」
鎧
雑
⊇
難
・
雛
設
敵
篭
欝
⊇
誘
㌢
付
テ
ハ
行
覧
慶

、
　
誉
施
・
ご
外
警
趣
慌
雫
裏
竃
餐
竃
ス
ル
曇
堪
註
、
経
塁
ン

　
　
　
偵
賓
．
輩
腰
村
竃
椎
罐
準
五
月
制
鹿
が
譲
竜
せ
、
ら
れ
着
々
賞
行
ぜ
ら
れ
つ
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
、
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，．．．t一

、

〉
　
’

頓
　
　
　
●
φ

O

づ
　
　
▲

、

〉

ジ
迄
ぼ
ポ
砂
を
絃
竺
葦
原
像
切
下
、
と
は
轍
．
出
品
に
、
噸
る
も
む
竃
、
あ
り
、
國

、
、
内
婁
竃
に
依
る
も
の
も
あ
』
乞
璽
ら
ゐ
・
が
、
物
曇
準
化
の
』

　
蓼
制
度
を
活
扇
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
｝
、
　
、
・

等
の
諸
方
策
．
を
．
論
け
て
ゐ
ゐ
⇔
、
又
、
　
・
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
配
稔
機
鱗
収
責
慣
三
量
原
豊
、
ど
、
依
リ
籠
別
複
濃
超
ヲ
認
ム
…

と
ぽ
㌶
講
鍛
麟
ジ
て
は
巴
曇
制
」
竃
が
、
特
二

餉
等
が
行
は
ξ
、
の
℃
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
’
、
’
　
　
　
、

　
　
第
七
金
融
．
峰
W
て
億
　
　
　
，
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
°
〉

　
二
圓
完
等
倶
志
議
ヲ
、
陣
筈
ス
ベ
キ
藷
猶
蒙
ハ
之
ヲ
巽
資
．
ル
モ
ノ
ト
．
ス
　
：

二
遍
内
墓
・
妻
嘗
へ
・
動
皇
耶
分
ヲ
徹
底
ξ
ト
共
曇
蓑
灘
’

≠
　
業
品
門
へ
♂
過
富
投
賢
・
ヲ
抑
銅
シ
浮
動
捲
負
力
ノ
収
収
ン
聞
ル
モ
ノ
ト
パ

　
　
膓
三
國
、
慎
溜
化
及
’
貯
書
湊
働
才
積
函
化
方
策
ヲ
構
ズ
ル
ラ
ト
、
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
“
｝
　
　
　
、
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
’
　
　
＝
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メ

　
　
　
　
　
　
⑳
・
。
・
　
　
　
　
　
°
　
ぜ
’
ユ

黙
総
、
筈
内
絵
‖
～
晟
遼
傭
ス
三
玉
三
者
資
本
ノ
．
枯
涌

瓢
鵜
．
竪
蜘
竃
へ
，
其
ノ
、
器
機
ξ
化
ス
、
㌢
蠕
、

と
し
ゼ
零
G
，
當
、
画
竃
讃
覧
は
議
國
財
政
．
、
讃
の
達
調
を
璽

、
恥
の
、
で
・
、
之
竃
葺
す
る
竃
∴
璽
，
捌
へ
纏
償
の
不
均
惚
の
姐
、
き
；
蓑
藤

す
、
る
己
、
と
は
冨
添
で
、
薫
鐵
ぽ
奮
分
な
る
禦
を
斎
す
ξ
い
萌
か
に
池
る

A
罷
O
．
養
策
覧
嘉
蜘
憲
、
…
、
緩
あ
．
る
が
・
之
等
窟

‥
も
糞
な
，
ζ
と
警
、
を
隻
ぬ
と
二
で
．
、
冶
る
．
之
に
筆
は
慧
竃
の
、

惜
竃
も
’
曇
窪
馨
孝
｛
ξ
で
め
る
が
“
°
浅
蓑
．
翼
皇
へ
∵

曇
曇
竃
欝
雀
動
賢
力
の
．
叢
勘
三
護
魏
雀
、
琴
、
る
備

鰹
の
驚
と
轟
侯
ζ
墓
工
け
待
る
の
で
．
あ
つ
て
．
、
砦
璽
を
．
一
覆

　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
・
　
°
　
’
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
、
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　　　　二　　　二＿　　　一’ 一
M　　－＿一二二二

亀

　　一二一，一一

　
’

＼

。
W
　
’
嵐

、

ご
已

■

＼

・
．
　
包
含
L
．
海
。
意
も
叉
に
　
孫
滝
．
る
も
匂
と
、
解
ぜ
ら
る
㌧
尋
璽
．
羊
、
あ
、
る
。
辻
投
義
、
貧
隼
の
顯
．

　
　
　
　
制
媒
讐
竃
牛
來
雀
讃
画
蜘
に
於
て
為
願
・
籠
宕
甲
ぬ
も
ρ
で
あ
乳
、
商
’

　
　
　
　
叢
部
再
へ
9
蓮
富
蚕
管
も
近
ヰ
馨
商
逐
竃
の
秦
示
蜜
に
依
・
亘
獅
制
の
手
、
擦
、
か
、

　
　
　
　
賓
じ
え
來
つ
た
が
、
未
竺
冗
鐙
と
は
云
ぴ
襲
い
實
情
に
あ
る
。
昨
午
．
竺
凋
縞
、
一

　
　
　
　
時
管
金
綴
制
藤
を
璽
止
し
⌒
四
力
．
よ
り
鏡
壁
、
・
、
・
・
徒
來
、
の
纂
楽
誠
鵬
貧
釜
の
み

　
　
　
、
ば
ら
゜
ず
漉
勤
．
賓
金
に
官
て
義
讐
宕
ζ
と
S
し
姦
ξ
其
の
欧
軍
の
魏

　
、
．
減
れ
で
め
墓
、
今
婁
誓
竃
ぞ
、
・
、
壇
馨
葺
譲
な
ら
ξ
透
で
を
ゐ
。
．

　
　
　
　
浮
動
晦
貢
刀
＠
叢
竃
て
ば
毒
く
ま
、
竃
，
竃
．
蓼
、
あ
る
．
．
、
．
－
、
∵
°

　
　
　
　
　
次
に
．
塾
悔
直
雀
曇
竃
箋
融
簑
゜
⑳
二
裏
目
橿
ピ
し
て
護
ら
れ
宿

　
　
　
．
ζ
と
も
富
璽
あ
名
ぷ
亘
俵
の
頃
化
、
昧
弦
て
は
戚
繭
の
現
玩
は
禾
蔓
分
と
嬉

　
　
　
　
云
ひ
讐
竃
馨
．
獅
、
昨
塁
曇
蹟
．
‡
を
：
纂
C
母
、
藷
、
業
雀
⑳
。

，
　
：
型
益
竃
一
寮
‡
画
竃
有
積
立
璽
し
て
榎
孝
し
め
、
曾
泌
を
し
て
國

　
　
　
　
ぱ
を
堰
侮
せ
じ
旦
鑑
庄
鵬
策
魏
ら
塾
、
、
閾
箒
化
に
蘭
ず
る
横
違
垣
か
r
連
，

　
　
　
　
め
疹
れ
て
ゐ
凝
頑
堅
あ
渇
。
貯
．
畜
準
竃
蘭
曇
蕗
に
、
誠
く
．
嚢
で
も
な
い
、
喪
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
食
　
　
　
　
、
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
W
　
’
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

一
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f
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●

●

ぺ
、
タ

、

ψ
　
　
痘

冨
　
　
工

〉

、

／

、
昨
曝
潰
．
潟
遡
焼
頴
審
賓
薩
⑳
公
頑
裕
に
…
供
逗
ヤ
嬉
麟
か
に
綾
進
せ
ら
れ
て
ゐ
為
畠

　
　
　
　
　
ド
　
ロ
　
　
ェ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
，
・
繊
募
市
，
場
及
國
内
繊
継
機
鹸
の
脊
、
成
垂
瀬
に
W
て
は
藪
牟
來
唱
導
ぜ
ら
れ
、

漸
蹴
章
貌
七
ロ
鑑
あ
る
薗
趨
黒
あ
る
。
搭
し
胸
卵
に
於
で
は
遍
苦
に
於
て
煽
、
看

共
驚
で
幼
璽
る
斌
欝
あ
竃
垂
融
機
竃
亘
は
整
璽
芸
跡
麺

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

め
て
鎖
著
な
る
も
゜
⑳
か
あ
る
が
パ
面
柑
冨
改
書
の
、
諜
地
を
荏
゜
サ
る
も
⑳
と
亮
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

海
る
㊨
で
あ
る
・
漸
為
踊
に
洩
從
來
の
万
針
・
垂
力
推
進
ず
る
も
の
と
湊
ぜ
．
ら
れ
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

る
⑳
で
あ
る
。
土
著
鰍
奉
⑳
間
趨
鷹
W
て
・
は
挺
來
柏
富
論
議
せ
膨
れ
來
つ
た
顯
．

で
あ
洛
。
°
之
が
描
用
に
，
柑
て
は
必
ず
し
も
欝
易
．
鷺
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
薗
内

金
蝋
閲
題
志
L
苦
箒
閑
燦
附
－
・
待
竈
い
朗
マ
め
元
康
儂
八
干
八
月
．
垣
方
薦
．

　
　
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

肇
む
涙
畏
に
能
繊
し
て
地
方
．
貧
謹
の
、
糖
柏
か
疎
府
施
策
と
し
て
も
傭
に
せ
ら
れ

元
ゐ
る
の
で
あ
る
が
パ
命
域
、
鞠
、
膚
、
之
を
穫
運
す
る
ζ
と
か
髪
請
、
ざ
れ
る
の
で
あ

口
．
∵
・
；
㌦
：
∵
ノ
、
．
　
㍉
．
・
メ
、
－
　
、
知
　
＾
　
ご
　
．
ρ
・
㌧

．
顯
庚
鱗
蛭
螂
産
㊧
頃
醤
ぱ
糠
年
＋
月
．
頑
正
欄
翻
申
央
減
翁
法
あ
公
布
逗
低
り

．
硯
灘
中
決
躁
、
寮
の
壌
恨
か
㊨
ロ
君
、
呆
の
薗
鎌
的
礎
能
栗
噸
化
ず
み
に
志
謄
疏
、

　
・
・
：
・
　
甲
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
」
＝
9
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か

、

　
　
ψ
　
　
　
　
　
　
　
曹
．
　
壕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
　
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
’
臓
崖
硫
彙
見
働
駄
塞
ぼ
灘
せ
套
み
ひ
　
ゴ
、
．
〔
．
、
“
、
　
、
　
・
ぱ
　
，
、
．
パ
　
。
、
、

〉
、
　
嘉
八
礫
易
に
＼
刊
て
ば
シ
．
°
：
－
「
」
㌧
．
・
　
．
．
．
．
，
・
　
°

　
　
　
戦
昆
．
低
灘
．
支
討
責
究
鼻
踏
簿
趣
，
厳
ル
ト
共
工
長
ノ
旭
共
蝋
晶
内
各
地
境
、

　
　
・
－
躁
櫨
罐
画
蘭
ト
妙
，
翼
裁
影
盛
ゼ
織
擬
ス
ル
、
　
は
、
．
・
　
，
’
　
　
．

　
妄
あ
み
臨
参
で
㌫
兇
．
繊
冶
躍
墜
織
、
雫
謁
姶
ぎ
極
媒
も
惑
ぜ
ら
轟
る
寮
魯
×
°

　
　
東
亘
硫
堪
勃
渡
以
裾
義
画
箕
・
勘
－
◎
雀
借
・
嬢
嚇
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